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市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
自

家
消
費
用
食
材
の
放
射
性
物
質
検

査
を
、
次
の
と
お
り
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
給
食
用
食
材
も
含

め
、
３
月
２２
日
現
在
で
２
２
７
件

の
検
査
を
実
施
し
て
お
り
、
結
果

は
全
て
「
不
検
出
」
で
し
た
。

　

詳
し
い
内
容
は
、
市
公
式
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
へ
掲
載
し
て
い
ま
す
。

検
査
対
象　

　

市
民
の
皆
さ
ん
が
自
家
消
費
用

に
自
身
で
栽
培
し
た
食
材
（
販
売

目
的
の
食
材
は
除
く
）

検
査
手
続
き

①
事
前
に
電
話
で
ご
予
約
く
だ
さ

い
。
検
査
日
時
な
ど
を
打
ち
合

わ
せ
し
ま
す
。

②
検
査
日
ま
で
に
、
食
材
約

７
０
０
ｇ
を
み
じ
ん
切
り
に
し

て
袋
に
詰
め
て
く
だ
さ
い
。

③
検
査
日
時
に
、
食
材(

常
温)

と
検
査
依
頼
書
を
検
査
場
所
へ

お
持
ち
く
だ
さ
い
。
（
検
査
依

頼
書
は
、
豊
田
支
所
・
各
公
民

館
な
ど
に
あ
る
ほ
か
、
市
公
式

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

市
民
の
皆
さ
ん
が
栽
培
し
た
食
材
の

放
射
性
物
質
検
査
を
受
け
付
け
て
い
ま
す

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
ま
た
、
当

日
検
査
場
所
で
記
載
す
る
こ
と

も
可
能
で
す
。
※
食
材
採
取
日

の
記
入
が
必
要
で
す
）

④
検
査
結
果
と
検
査
し
た
食
材
を

お
受
け
取
り
い
た
だ
き
終
了
で

す
。（
検
査
時
間
は
45
分
程
度

で
、証
明
書
は
発
行
し
ま
せ
ん
。

食
材
の
処
分
は
ご
自
身
で
お
願

い
し
ま
す
）

検
査
場
所　

豊
田
情
報
セ
ン
タ
ー

２
階
（
豊
田
支
所
隣
）

検
査
費
用　

無
料

検
査
結
果
の
公
表　

個
人
情
報
を

除
き
公
表
し
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

市
民
課
生
活
交
通
安
全
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
２
３
８
）

問い合わせ先
農政課農政振興係
☎(２２)２１１１　内線２５３

　「農業者戸別所得補償制度」について
は、平成 ２３ 年度から本格実施されたと
ころですが、平成 ２5 年度から「経営所
得安定対策」に名称が変更となりました。
　政策の内容は、農業者戸別所得補償制
度と基本的に同じ枠組みで実施されます。

　なお、平成 ２６
年度以降のあり
方については、
今後、国で検討
することとなっ
ています。
　また、農家組
合を通じて平成

２5 年産の作付けに係る営農計画書など
を提出していただくこととなりますが、
政策の内容をご理解いただき、記入漏れ
などのないようお願いします。

「農業者戸別所得補償制度」は
「経営所得安定対策」

に変わりました

ラ
ン
ド
づ
く
り
検
討
委
員
会
で

は
、
９
市
町
村
の
特
色
を
「
豊
か

な
水
脈
と
山
系
、
休
火
山
と
湖
沼

に
恵
ま
れ
た
豊
穣
な
風
土
」「
千

年
（
永
い
年
月
）
風
土
に
今
も
息

づ
く
生
活
の
知
恵
と
伝
統
文
化
」

「
豪
雪
に
よ
っ
て
守
ら
れ
て
き
た

自
然
生
態
系
」
と
捉
え
、
ブ
ラ
ン

ド
コ
ン
セ
プ
ト
を
「
千
年
風
土
の

豊
穣
の
地
」、
ブ
ラ
ン
ド
観
光
地

域
づ
く
り
の
ビ
ジ
ョ
ン
（
エ
リ
ア

ネ
ー
ミ
ン
グ
）
を
「
信
越
自
然
郷
」

と
決
定
し
ま
し
た
。

　

３
月
２０
日
に
は
、
飯
山
市
民
会

館
に
お
い
て
「
信
越
９
市
町
村
ブ

ラ
ン
ド
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
開
催

し
、
９
市
町
村
長
と
阿あ

べ部
守し

ゅ
い
ち一

長

野
県
知
事
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
本
市
の
持
ち
味
を
磨

き
つ
つ
、
市
町
村
境
に
と
ら
わ
れ

な
い
、
広
域
的
な
観
光
圏
の
形
成

と
Ｐ
Ｒ
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

商
工
観
光
課
観
光
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
２
５
９
）

信
越
９
市
町
村
広
域
観
光
連
携
会

議
事
務
局
（
飯
山
市
広
域
観
光
推

進
室
）

☎
０
２
６
９
�
３
１
１
１

信
越
自
然
郷

‐
北
陸
新
幹
線
飯
山
駅
開
業
に
向
け
て
‐

　

平
成
２７
年
春
に
北
陸
新
幹
線
飯

山
駅
が
開
業
し
ま
す
。

　

飯
山
駅
の
開
業
を
最
大
限
に
生

か
す
た
め
、
駅
か
ら
半
径
２０
㌔
圏

に
あ
る
中
野
市
、
飯
山
市
、
山
ノ

内
町
、
信
濃
町
、
飯
綱
町
、
木
島

平
村
、
野
沢
温
泉
村
、
栄
村
、
新

潟
県
妙
高
市
が
信
越
９
市
町
村
広

域
観
光
連
携
会
議
を
発
足
し
、
そ

れ
ぞ
れ
の
地
域
の
魅
力
を
生
か
し

な
が
ら
、
エ
リ
ア
全
体
が
全
国
的

に
誇
る
「
観
光
の
聖
地
」
を
目
指

し
、
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を

促
進
し
、
地
域
資
源
を
国
内
外
に

発
信
す
る
た
め
に
組
織
さ
れ
た
ブ▲記者発表の様子

観
光
ビ
ジ
ョ
ン
は



平成2５年4月号1７

　市と中野立志館高等学校は、３月 ２７ 日に地域
での人材育成を目的としたパートナーシップ協定
を締結しました。
　今後、市は高校生のアイデアや感性を事業に生
かし、中野立志館高等学校の生徒の皆さんは、産
地・観光ＰＲ事業に継続的に参加することで地域
への関心を深め、生きていくための総合的な学力
が養われていくことが期待されます。

中野立志館高等学校と
パートナーシップ協定を締結

　

中
野
市
が
生
産
量
日
本
一
を
誇

る
、市
の
花
「
シ
ャ
ク
ヤ
ク
」
は
、

栽
培
過
程
で
花
び
ら
が
大
量
に
廃

棄
処
分
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
廃
棄
処
分
さ
れ
る

産
地
を
Ｐ
Ｒ

シ
ャ
ク
ヤ
ク
の
花
び
ら
を
再
利
用

し
た
商
品
開
発
に
取
り
組
み
、
花

び
ら
で
染
色
し
た
雑
貨
や
ス
ト
ー

ル
が
完
成
し
ま
し
た
。

　

シ
ャ
ク
ヤ
ク
の
出
荷
時
期
に
併

せ
て
、
市
役
所
窓
口
職
員
が
ス

ト
ー
ル
を
着
用
し
、
シ
ャ
ク
ヤ
ク

の
産
地
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
す
。

着
用
期
間

４
月
２２
日
㈪
～
５
月
１０
日
㈮

６
月
３
日
㈪
～
１4
日
㈮

着
用
者

総
合
窓
口
お
よ
び
市
民
課
窓
口
職
員

▲花びら染めストール

で

シ
ャ
ク
ヤ
ク
花
び
ら
染
め
ス
ト
ー
ル

　

「
中
野
市
産
地
・
観
光
Ｐ
Ｒ
用

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
」
が
決
定
し
ま

し
た
。

　

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
に
つ
い
て
は
、

平
成
２4
年
９
月
か
ら
作
品
を
募
集

し
た
と
こ
ろ
、
北
は
北
海
道
、
南

は
沖
縄
、
さ
ら
に
は
海
外
か
ら
も

応
募
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

厳
正
な
審
査
の
結
果
、
応
募
総

数
８
０
５
作
品
の
中
か
ら
、
長
野

県
長
野
市
在
住
の
長な

が
は
り針
朱あ

け

み実
さ
ん

（
会
社
員
）
の
作
品
が
選
ば
れ
ま

し
た
。

　

ご
応
募
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
、

大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

決
定
し
た
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
は
、

農
産
物
や
加
工
品
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
、

観
光
Ｐ
Ｒ
、
今
後
、
開
催
さ
れ
る

各
種
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
使
用
し
て

い
き
ま
す
。

　

な
お
、シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
の
使

用
基
準
な
ど
詳
細
に
つ
き
ま
し
て

は
、
売
れ
る
農
業
推
進
室
ま
で
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

売
れ
る
農
業
推
進
室
推
進
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
４
０
６
）

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
決
定

中
野
市
産
地
・
観
光
Ｐ
Ｒ
用

【入選作品制作意図】長野市在住の長
な が は り

針朱
あ け み

実さん

　「目に止まるロゴ」を目指しました。世の中には、たくさんのロゴ、デザイン
ワークがあふれています。そのような中、「一見、気が付かなかったけど、これ
って何が書いてあるの？」とちょっと目が止まる、そして読んでみるとなんとな
く忘れられない言葉をあしらってみました。
　『カナカナカノカ　ナンセカンセ　ドッコイサノ』
　この言葉は、中野市民ならよく知っている「中野小唄」からいただきました。
「なんとなく頭から離れない」「よくわからないけど気になる」そこから「信州
なかの」に興味を持ってもらえるきっかけになればと思います。


